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　ドレーンの概念は古代ギリシャやローマ時代に遡り，ヒポ
クラテスは膿の排出のために金属や植物素材の管を使用して
いました１）。小児外科医療の進歩とともにドレーンの歴史も
進化し，感染予防・低侵襲化・快適性向上を目指し，こども
の解剖学的特性に適応したドレーンに関する技術が開発され
てきました。これまでの先人の努力と医療技術の進化によっ
て多くのこどもの命が救われてきたことを考えると，こども
にかかわる看護師として適切なドレーン管理の知識をもつこ
とは必須です。
　最近の小児医療に関するインシデント報告２） では，「薬剤」
「ドレーン・チューブ管理」が上位の２つを占めており，患者
影響レベルが３ａ以上の報告は「薬剤」が４％と少ない一方
で，「ドレーン・チューブ管理」では39％と多くなっていま
す。これは，ドレーン・チューブの計画外抜去に引き続き，
デバイスを再挿入するためであり，こどもの身体的苦痛の増
大にもなっています。とくに５歳未満のこどもでは，５歳以
上65歳未満の患者と比較してインシデント発生率が2.3倍
と高く３），こどもの活発な動きや理解度の違いによって，よ
り慎重な管理が求められます。そのため，医療者の適切な対
応と，医療者と家族の連携による安全確保が不可欠です。
　ドレーンを挿入しているこどもが過ごす臨床現場の看護師
からは，「ドレーンの計画外抜去を経験した」「痛みや不快感
を読み取ることが難しい」「排液の変化に気づくのが遅れ，怖
い思いをした」などの声が聴かれ，また，筆者自身もそんな
経験をした1人です。
　本特集では「こどもの安全を守る」という視点から，こども
のドレーン管理に関する基礎知識や実践方法の解説となるよ
うな項目や内容を検討し，専門分野で活躍されている方々の

力添えをいただきました。また，こどものケアを考えるとき
の基本である成長・発達をふまえた解説であることはもちろ
ん，チ―ム医療の推進やタスクシフト /タスクシェアについ
ての参考になるよう，こどもだけにかかわらず成人も含めた，
ドレーン管理や周術期管理に関連する臨床現場で取り組んで
いる多職種の方々にも情報提供をお願いしました。昨今，「働
き方改革」が進められていますが，業務の多忙化，苛酷化は
なお続くなか，執筆を引き受けていただきました皆様には，
心より御礼申し上げます。
　熟練スタッフの皆さんがもつ「こどものドレーン管理の
How-to」の共有を通じて，こどもにとって安全でよりよい
ケアの提供に向け，看護師一人ひとりが根拠をもって実践で
きるようになること，そしてそれが看護師の自信につながる
ことを目指しています。さらに，後輩スタッフへの教育の充
実・強化を図ることや，チームで新たなケアの形を開発して
いく一助となることを願っています。
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